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「バイオメトリクスセキュリティと LTV モデリング共同講座」 

経済産業省の共同講座創造支援事業に採択されました 

―リスキリング革命を大阪の地から― 
 
阪南大学(所在地:大阪府松原市、学長:田上 博司、以下、本学という)の経営情報学部 松田 健 

教授と JR 西日本 SC 開発株式会社(所在地:大阪府大阪市、取締役会長:山口 正、以下、 JR 西日

本 SC 開発という)の共同研究プロジェクトである「バイオメトリクスセキュリティ（生体認証）

と LTV（Life Time Value：顧客生涯価値）モデリング共同講座」(以下、本共同講座という)が、

経済産業省の産官学連携事業「令和 4 年度高等教育機関における共同講座創造支援事業費補助金」

に採択されました。 
このことから、今秋より、本学の経営情報学部生と JR 西日本 SC 開発のマーケティング担当社

員を対象に、松田教授が講師としてセキュリティエンジニアやデータサイエンティストに必要な

スキルを身に付けられる実践的な講座が開講されます。 
オンライン受講方式も多いリスキリングですが、本共同講座は実際に大学へ足を運び、学生と

共に学ぶ取り組みによりオンライン受講よりも得られるものが多く、新たな可能性への発展に期

待できます。 
なお、松田教授が同事業に採択されるのは去年に引き続き 2 度目となり、前回は畜産業・農業

分野のスマート化を推進するために、畜産が盛んな長崎県を事業所とする企業と共同して畜産農

家が抱える課題を AI の力で解決する事業を実施しました。 
 
 
■共同講座という新たなリスキリングのアプローチ 

〇リスキリングの新たな視点と学生の成長 
 リスキリングの手法は、企業が準備した講座や e ラーニングの受講等がありますが、これらの

手法では社員は企業側からの「学ばされている感」を払拭するのが難しいという課題があります。 
そこで本共同講座では、実際に講座を受講する JR 西日本 SC 開発の担当者が補助金の申請時

から本学と共同で立ち上げることで、いわばプロジェクト業務に携わる感覚で講座を受講できる

ようになり、社員の学びをより実践的で魅力的なものに変え、リスキリングの成功に寄与します。 
また、学生にとっても実社会で働く社員と同じ空間で学ぶことは、実践的な洞察力やビジネス

の視点等あらゆる観点から学生の成長を促し、社会適応力を向上させます。 

〇学びへのモチベーションを維持 
 リスキリングのもう一つの課題として、「実務で扱う場面が無ければ、新しいスキルを習得して

も意味がない」と思い、学びへのモチベーションを維持することの難しさがあげられます。 
しかし、本共同講座では JR 西日本 SC 開発が実際に保持するビッグデータを基に模式的に表

したモデルを作成し、その実践的なデータを扱い学ぶことから、習得した知識を職場に持ち帰っ

てすぐに活用でき、モチベーションの維持を図ることができます。 
また、業務で利用することで反復学習となって、スキルとして着実に身につくため、さらに学

びへの意欲を誘発します。 
 
 



■共同講座の概要 
＊一部の講座は公開講座としても運営します 
日時：2023 年 10 月下旬スタート予定 
プログラム：【講義】数理統計学／Python などによる機械学習 
      【実習】IoT 開発・ビッグデータ解析実習 
             バイオメトリクスシステム実装・検証演習 
      【研究】LTV モデリング研究 
＜内容＞ 
〇ビッグデータの活用方法 
駅型商業施設「ルクア大阪」や「天王寺ミオ」などの運営を行っている JR 西日本 SC 開発が保

持する実データをデータモデリングシステム（※）で模倣し、リアルなビッグデータを生成しま

す。この実社会に基づいたビッグデータを使用して、実践的なデータ分析を行います。 
〇バイオメトリクス認証（生体認証）への理解 

バイオメトリクス認証はセキュリティや利便性、プライバシー保護などの側面から、多くの分

野での活用が期待されている認証方法です。しかし一方で、倫理的な課題やプライバシーの懸念

に対処する必要があります。本共同講座の実装・検証演習を通じて、バイオメトリクスシステム

（※）の様々なリスクを学習し、安全な運用方法を学びます。 
※ データモデリングシステム及びバイオメトリクスシステムの両システムは松田教授がアルコ

リズムを組み、設計。  
 
 
■共同講座創造支援事業費補助金とは 

経済産業省の急激な技術革新の進展などによる

2030 年、50 年の産業構造の転換を見据えた「未

来人材ビジョン」の実現に向けた取り組みの一環で

す。企業が大学などの高等教育機関と連携し、自

社の人材育成のための「共同講座」を設置する場

合の費用を一部助成し、産業界のニーズに即した⼈
材育成の加速化を図ります。 
<詳細> 

https://jissui.or.jp/project/project011/ 

 

 

■JR 西日本 SC 開発株式会社 
大阪府大阪市北区に本社を置き、JR 西日本グループ会社で駅ビルなどショッピングセンターの

開発・運営にあたっている。国内最大級の駅型商業施設である「ルクア大阪」や「天王寺ミオ」

などの運営を手掛けており、JR 西日本グループの SC（ショッピングセンター）事業を行う会社

で構成する「JR 西日本 SC カンパニー」を統括する役割も担う。 
所在地：大阪府大阪市北区梅田 3-1-3 
ホ ー ム ペ ー ジ: https://jrwsc.co.jp/ 
 
■松田 健 教授 コメント 

●所 属:阪南大学 経営情報学部 経営情報学科  
*2024 年 4 月より総合情報学部 総合情報学科就任予定 

●出身校：東京工業大学総合理工学研究科知能システム科学先攻博士課程修了 
●学 位：博士（理学） 
●研究テーマ：数理情報学、計算代数の応用、情報セキュリティ、医療情報 

＜コメント＞ 
 JR 西日本 SC 開発ご担当者様から、日々会社に蓄積するビッグデータをより有効に活用する

出典：経済産業省 

https://jissui.or.jp/project/project011/


ためにデータを扱える社員の育成が必要不可欠であり、それらの教育について課題があるとのこ

とから、本共同講座を行うこととなりました。 
一般的に、データサイエンスの技術的な話題を扱う研修の場合、アルゴリズムやプログラミン

グの方法を学ぶことが多いですが、本事業では一般的な内容も含みながら、そもそもそのデータ

がどのように発生しているのか、所望のデータを取得するにはどのようにすればよいのかなどに

ついても協働で考えることで、データサイエンス分野のリスキリング教育の内容を再構築したい

と考えています。 
また、昨年度採択された事業（鳥獣害対策の取り組み）においても、現在も精力的に取り組ん

でおります。活動を通して得た知見は、研究だけでなく子供向けの体験イベントなどの形でも応

用しています。鳥獣害の被害は農業分野以外にも様々なところで課題になっており、社会的にも

早急な対策が必要であると考え、今後も継続して活動を続けてまいります。 
 
 
■AI・データサイエンス教育に強い阪南大学  
本学では Society5.0 社会到来に向けた急速な社会変化に対応できる人材育成のため AI・ デー

タサイエンス教育研究所（2020 年 4 月）の設置や、AI・データサイエンス教育プログラムの全学

開講等、先進的に AI・データサイエンス教育を推進しています。 
2024 年 4 月には、総合情報学部が新たに設立されます。AI・データサイエンスや情報システム、

デジタルコンテンツなどの学びに加えて、スポーツやビジネスといった文系・理系の枠組みを越

えた最先端の情報通信技術と活用方法を学びます。デジタル化が進む社会のあらゆる業界で活躍

できる人材を育成します。 
また、本学ではリカレント教育をはじめとする社会人が学び続ける場を積極的に提供しており、

今夏には社会人を対象にした「ゼロからわかる AI・データサイエンス入門講座」を開講しました。 
 

 
◆本学の AI・データサイエンス教育の詳細はこちら  
https://www.hannan-u.ac.jp/special/AI2020 
 

 

 【本件に関するお問い合わせ先】 

阪南大学 総務企画課：浮田 

電話：072-332-1224（代） FAX：072-336-2633 e-mail：koho@hannan-u.ac.jp 

https://www.hannan-u.ac.jp/special/AI2020

